
（２）新旧府内の祭礼にみる歴史的風致 

（２）-１ 新旧府内について

中世には、現在の大分市中心部の南東側にあたる大分川沿いに大
おお

友
と も

館
やかた

を中心とした「府内」と

呼ばれる町が築かれ、戦国時代には国際貿易都市として発展した。また、その頃の町は、京都の

祇園会
ぎ お ん え

を模して様々な飾りのついた７基の山車が「府内」の町を通る「祇
ぎ

園
おん

会
え

」でにぎわっていた。

当時（天正９～１４年（１５８１～１５８６））の「府内」の様子は、江戸時代初期に描かれたとみられる

『府内
ふ な い

古図
こ ず

』によって知られており、その中には、４０以上の町名が書かれていることが確認されてい

る。これらの町は、府内城が築城され城下町が建設された慶長７年（１６０２）に「府内」から府内城

下に住人ごと移転されたと考えられており、戦国時代の「府内」と江戸時代の府内城下町には住人

を含めた連続性があると認められる。また、『府内古図』には多くの社寺が描かれているが、このうち、

春日神社、西新町天満社、若宮八幡社、長浜神社は江戸時代にも引きつづき存続しており、祭礼

も継続していたとみられる。 

新旧府内の範囲と神社などの位置図
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春日神社周辺の勢
せい

家
け

町は、『府内古図』では、すでに

町場として表現されており、中世の段階で町があったこと

が分かるが、江戸時代にも引きつづき城外の町場として

存続した。また、中世の段階では勢家町に「沖ノ浜」とい

う南蛮貿易を行った港があり、江戸時代には千代町に

「京
きょう

泊
どまり

」（堀川
ほりかわ

）という参勤交代や物資の運搬のための港

が整備され、城下町の南西からは肥後、筑前、筑後へ

の道、南東からは佐賀関、日向への道、北西からは豊前

への道が設けられていた。また、城下町の南にある上野

丘の台地の北側には東から西へ「初瀬井路」が流れて

おり、生石までつづいていた。江戸時代の府内城下町

の様子は『豊後府内城之
ぶ ん ご ふ な い じ ょ う の

絵図
え ず

』（正保
しょうほう

元年（１６４４））に

よって知られており、４０余りの町名や社寺・藩の主な施

設などが書かれている。また、西に向う豊前道沿いの王

子神社周辺（駄
だの

原
はる

村）や「浜の市」が行われる柞
ゆす

原
はら

八
はち

幡
まん

宮
ぐ う

仮宮周辺（生石村）の「西三ヶ村」は、城下町外ではあ

るが町として把握されていた。この地域のにぎわいは府

内藩主大
お

給
ぎゅう

松
まつ

平
だいら

氏が浜の市見物をする様子を描いた

『御城下
ご じ ょ う か

絵図
え ず

』に描かれていた。また、明治時代以降、

大分県の県庁所在地として発展し、当時の建造物では、

大分銀行赤レンガ館（旧二十三銀行本店）が残されてい

る。このため、府内城下町と近代以降の大分県の県都と

しての連続性を考慮して、現在の大分市中心市街地で

ある新旧府内の範囲に含めて把握する。 

以上から、新旧府内として把握する範囲は、概ね『府

内古図』に描かれている範囲に『御城下
ご じ ょ う か

絵図
え ず

』及び

『豊後府内城之
ぶ ん ご ふ な い じ ょ う の

絵図
え ず

』の範囲を加えたものとし、この範囲

にある１０ヶ所の神社などに関わる歴史的風致を取り上

げる。 

『府内
ふ な い

古図
こ ず

』 

（江戸時代初期１７世紀）

『御城下
ご じ ょ う か

絵図
え ず

』に描かれた浜の市仮宮

（１７世紀後半～１８世紀前半）

『豊後府内城之
ぶ ん ご ふ な い じ ょ う の

絵図
え ず

』（正保元年（１６４４））
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（２）-２ 歴史的風致 

１）大友氏の顕彰活動 

１）-１ はじめに 

 大友宗麟が治めた時代の府内の町は、中国や朝鮮半島・東南アジア地域との貿易により繁栄し

た国際貿易都市であり、町の中心には戦国大名の館を配置した都市である。その中心となるのが

大友氏遺跡であり大友
おおとも

氏館
しやかた

、旧万
きゅうまん

寿寺
じ ゅ じ

、御
お

蔵
く ら

場
ば

、上
うえの

原
はる

館
やかた

からなり、１４世紀の鎌倉時代から１６世

紀末の戦国時代まで４００年余りにわたって、豊後国を治めてきた歴史を今に伝える遺跡である。 

 そのため大友氏のこの功績を称える大友氏を顕彰する活動が古くから行われてきた。

 文禄元年（１５９２）、大友氏２２代目となる大友義
よし

統
むね

は豊臣秀吉より豊後国を取り上げられ、追放

された。しかし、旧大友家の流れを汲む大名及び家臣の子孫は各地で存続しており「大友家」のつ

ながりを継続しようとする活動が行われており、明治時代からは、その活動が大分県内で広がりを

見せ、大友氏を顕彰する活動へと移り変わっていき、現在につながっている。 

１）-２ 建造物 

大友氏遺跡【史跡】

大友氏遺跡は、１５８０年代の府内の町の様子を現した『府

内古図』（江戸初期作成）によると、町の中央に大
おお

友
と も

館
やかた

が描

かれている。現在、国指定史跡大友氏遺跡とされて発掘調

査と史跡の整備が進められている。発掘調査によれば、最盛

期の館は、２００ｍ四方の敷地を有し、その中に戦国大名では

類例をみない５０００㎡を超える広大な庭園を築いていたこと

が確認されており大友氏館跡に隣接する唐人町跡及び推定

御
お

蔵
く ら

場
ば

跡からなる。天文２０年（１５５１）にフランシスコ・ザビエ

ルが大友氏館を訪問したことを機に教会や病院、コレジオが

建てられ、南蛮船も来航するなど、異国の文物を伝える南蛮

文化が花開いていた。現在までの発掘調査では、輸入陶磁

器やキリシタン遺物などが数多く発見されている。 

上原館跡【史跡】 

大分市上野丘の台地には、「上原館」という名で知られる、

もう１つの大友氏の館が築かれていた。当時、大友氏館は日

常生活や政治を行うための館として使用され、上原館は戦な

どに備えて守りを固めた館であった。敵の進入を防ぐための

土塁や空堀といった戦国時代の面影を色濃く残す貴重な遺

跡である。 

大分銀行赤レンガ館

大友氏館跡

上原館跡
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大友社

大友社は、大分市上野にある若宮八幡社の境内にある。

『神社明細帳』（明治４４年（１９１１））の追記事項によれば、当

時は「碩
せき

田
でん

社
しゃ

」と呼ばれ祭神は大友氏初代大友
おおとも

能
よし

直
なお

である。 

一間
いっけん

社流造銅板葺
しゃながれづくりどうばんぶき

で、若宮八幡社が明治１４年（１８８１）

に他の土地へ移転。その後大正１０年（１９２１）に再び現在地

に戻った時に大友社は存在していたため、それ以前の建築

である。 

大友親
ちか

世
よ

の墓

大友氏１０代大友親世の墓で墓誌銘によれば、大友親世

は応永２５年（１４１８）に亡くなっている。その後、墓が造られ

ていたが、天正年間の戦いで墓が壊されたため明治１１年（１

８７８）に吉岡氏（旧大友家家臣）などにより再建されたとある。 

凝灰岩の立輪塔で『府内古図』に描かれている「白蓮地」

の近くにある。 

贈
ぞ う

従
じ ゅ

三位
さ ん み

 大友宗麟公記念碑 

 記念碑は、若宮八幡社の境内にある。 

 大正１３年（１９２４）に大友宗麟公に従三位が贈られており、昭和１１

年（１９３６）に若宮八幡社境内に大分県教育会、大分市教育会、大友

宗麟顕彰会によって記念碑が建てられた。 

大友宗麟公銅像 

昭和１２年（１９３７）、大分市制２０周年を記念して、大分新聞社が

寄付を募り、春日浦に建設した。太平洋戦争中、金属供出により撤

去されたが、市民の要望により昭和３３年（１９５８）に大分市長上田

保を会長とする「大友宗麟公銅像復元委員会」により再建された。 

大友社

大友親世の墓

贈従三位 大友宗麟公記念碑 

大友宗麟公銅像 

87



１）-３ 活動

１ 大友氏の顕彰活動 

 大友氏が豊後国から追放されたのち、九州内へ点在していた旧大友家家臣たちにより「大友家」

のつながりを存続する活動が見られる。寛政元年（１７８９）に作成され、高野山に伝えられた『高野

山本
ほん

覚
がく

院
いん

文
もん

書
じ ょ

』（県指定有形文化財）の「大友由
ゆい

緒
し ょ

姓
せい

名
めい

記
き

」には、旧大友家家臣の子孫およそ１７

００名の名前が記されている。この名簿は熊本藩家臣で大友家の流れを組む松野氏の指示により

鶴崎に在住していた吉岡氏によって作成され、高野山が大友家歴代当主の供養祭を行う時に使

用されていたと考えられる。高野山本覚院の前身である西
せい

生
しょう

院
いん

は大友家第２０代大友義
よし

鑑
あき

の宿坊
しゅくぼう

であったことや江戸時代も豊後国の参拝者の宿坊
しゅくぼう

であったこ

と、徳川家の儀式をつかさどる高
こ う

家
け

となった大友氏からの文

書が残されていることから、大友家とのつながりが深いと考え

られる。また、『府内藩記録』（正徳２年（１７１２））によれば、１

月１７日松野家の家臣が大分を訪れ、大友家ゆかりの場所や

旧家臣を訪ね大友家の墓所を参拝するなど「大友家」のつな

がりを強めていたことが分かる。

 明治１１年（１８７８）吉岡氏をはじめとする大友家家臣によっ

て大友氏１０代大友親
ちか

世
よ

の墓が再建された。墓誌銘によると

歴史的建造物の位置図

大友親世の墓前で供養を行う様子 
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大友親世は、応永２５年（１４１８）に亡くなり、天正１１年（１５８３）の戦いで墓が破壊されたため、明

治１１年（１８７８）に吉岡氏をはじめとする旧大友家家臣の子孫によって再建されたとある。毎年１０

月２日、万寿興聖禅寺による供養が行われており、墓に隣接する「まこもが池」は、万寿興聖禅寺

の山号である「 山
まこもさん

」の由来となった池で『府内古図』には「白蓮
びゃくれん

池
いけ

」と記されている。供養の時には、

墓前に花が供えられ読経
どき ょ う

が行われる。

 明治１９年(１８８６)松野家の末裔、松野直
なお

友
と も

氏は、当時建設が計画されていた「大友祖
そ

霊
れい

社
しゃ

」が

完成した際に宝物として奉納してもらうため、伝来の古文書と宝物を地元有志７名に預けた。明治

２３年（１８９０）の『大友租霊社建設発起書』によると、日野幸顕を発起人として、大友租霊社の建

設と、そこに松野直友氏より宝物を寄贈し、大友家の墓を修理する計画が記されている。また、建

設のために旧大友家の家臣子孫に対して協力を呼び掛けている。実際には大友租霊社は建設に

至らなかった。しかし『神社明細帳』（明治４４年（１９１１））によれば、大友氏初代大友能
よし

直
なお

を祀る

「碩田社」が若宮八幡社境内にあり、これが現在の「大友社」にあたる。

 大正１０年（１９２１）に「大友宗麟顕彰会」代表であった高山英明

氏（第４代大分市長（昭和４年（１９２９））～昭和７年（１９３２））自身

が大友宗麟の功績をたたえるため『宗麟』を出版した。 

 大正１３年（１９２４）には、大友宗麟
そう り ん

は、その功績により従
じゅ

三
さん

位
み

を

贈られた。また『豊州
ほうしゅう

新報
しんぽう

』（大正１３年（１９２４））によると、当時「大

友会幹事」でもあった高山英明氏の話として、「大友氏顕彰会は、

昔より活動しており、同団体は大正１３年（１９２４）１０月５日で「大

友会」の系統的団体となった。この会は、大友宗麟の功績を顕彰

することを目的とし、大友家の子孫である大友義
ぎ

一
いち

氏の要望により、

『大友二十二代史』の刊行、寄付金による「大友宗麟像」の建設、

「大友神社」の建設などを計画している。」と書かれている。 

 昭和１１年（１９３６）には、若宮八幡社境内に大分県教育会、大

分市教育会、大友宗麟顕彰会が「贈
ぞう

従
じゅ

三
さん

位
み

大
おお

友
と も

宗
そう

麟
りん

公
こ う

碑
ひ

」を建

立したことが碑文に書かれている。

 翌年の昭和１２年（１９３７）には、大分市制２０周年記念事業として大分新聞社が寄付を募り出資

して大分市春日浦に「大友宗麟公銅像」を建設した。また、大分市上野にかつて大友氏館があっ

た場所（現：国の史跡大友氏館跡（上
うえの

原
はる

館
やかた

跡
あと

））に「西
にし

山
やま

城
じょう

跡
あと

」の石碑を建立した。大友宗麟公銅

像除幕式（「大分新聞」 昭和１２年３月２２日）には、大友義一、松野顕
けん

佑
すけ

が出席しており、式後に

若宮八幡社境内地にある「大友神社（現：大友社）」に参拝している。その後この銅像は、太平洋

戦争中に金属
きんぞく

供出
きょうしゅつ

のため撤去される。しかし、市民の要望により昭和３３年（１９５８）上田保大分

市長を会長とする「大友宗麟公銅像復元委員会」により再建された。

『宗麟』（大正１０年（１９２１） 
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 昭和５７年（１９８２）には、大友宗麟が４人の少年をヨーロッパへ派遣した「天正遺
てんしょうけん

欧使節
お う し せ つ

」から  

４００年にあたることを記念して大分市が大友宗麟の銅像を大分駅前に建て、顕彰行事を行った。

それに伴い開催された記念講演会には多くの市民が参加し、銅像の除幕式では市内小中学生に

よる鼓笛パレードが行われた。

 昭和５９年（１９８４）には、大分合同新聞社創刊百周年を記念し、大友宗麟の成長を描いた映画

「国東物語」が上映された。本映画は、大分市をロケ地とし、市民もエキストラなどで映画作成に携

わっている。同映画は国際映画祭でのグランプリの受賞や文化庁から優秀映画の表彰を受けるな

ど、高い評価を得ており、市民の関心も非常に高かった。 

  平成１０年（１９９８）には、大友氏館跡発掘調査により庭園跡が発見され平成１３年（２００１）に

国の史跡に指定された。これを契機として大分市教育委員会による大友氏遺跡の現地説明会や

イベントの開催が毎年実施されており、その中で「ＮＰＯ法人大友氏顕彰会」「大友歴史保存会」

「大友氏遊学会」「豊後大友宗麟鉄砲隊」といった大友氏を顕彰する市民団体が設立されてきた。 

 団体の活動としては、大友氏や大友氏遺跡に関連したフォーラムや講演会の開催、大友氏館跡

大友宗麟公銅像の除幕式を伝える大分新聞の記事

国東物語に関する資料

昭和５８年（１９８３）１０月２４日 昭和５９年（１９８４）９月４日
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や上原館跡の大友氏遺跡及び若宮八幡社などの大友

氏に関連する社寺のガイド、会員の研修など活発に取り

組んでいる。 

２ 現在の顕彰活動 

平成２４年（２０１２）より開催されている「宗麟公まつり」

は、「ＮＰＯ法人大友氏顕彰会」「おおいた応援隊大友

歴史保存会」「大友氏遊学会」「豊後大友宗麟鉄砲隊」

からなる「宗麟公まつり実行委員会」が主催となり、市民、

来訪者など多くの方が大友宗麟に関する歴史や文化に

触れて楽しめるイベントとなっており、以下のような企画を

行っている。 

・甲冑武者行列 

・大友宗麟に関連する演劇 

・大友氏遺跡を巡るガイドツアー 

・ポルトガル民俗歌謡の演奏

 各団体はイベント時以外も活動を行っている。

◆ＮＰＯ法人大友氏顕彰会

・大友氏顕彰フォーラムの開催や情報誌の出版など

◆おおいた応援隊大友歴史保存会

・歴史ツアー、教育活動など

◆大友氏遊学会

・ボランティアガイドの実施など

◆豊後大友宗麟鉄砲隊

・火縄銃演武の再現による古式火縄銃の保存、

砲術流儀の継承と伝承など

 平成２５（２０１３）年度より大分市教育委員会が制作した

小学校６年生用副読本『府内から世界へ大友宗麟』を市

内全小学校に配布し、大友宗麟と府内の町について授

業を行っている。 

宗麟公まつり 

豊後大友宗麟鉄砲隊による演武 

２０１８戦国大名フォーラム in 豊後府内 

２０１８戦国大名フォーラム in 豊後府内 
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 平成２９（２０１７）年度から小・中学生を対象として副読本

から問題を作成した「Ｆunaiジュニア検定」を実施、その合格

者から希望を募り、大友氏に関連する史跡や神社などをガイ

ドする「Ｆunaiジュニアガイド」の活動を実施している。ＪＲウォー

キングや大友氏遺跡現地説明会、国民文化祭の時には、大

友氏館跡や上原館跡、若宮八幡社などを手作りの説明ブッ

クを使用してガイドを行い、参加者から好評を得ている。また、

大分市の小中学校教諭の希望者を対象として「歴史教育研

修」を実施し、大友氏館跡や上原館跡、『府内古図』にある神

社・寺院・町割り、若宮八幡社、大友社などを歩きながら学び、

副読本『府内から世界へ大友宗麟』の活用について研修をは

じめている。 

１）-４まとめ

大友氏は、鎌倉時代からおよそ４００年にわたり豊後国を治めてきた。特に南蛮貿易により府内

の町を繁栄させた大友宗麟の功績を顕彰する活動は江戸時代から行われている。

現在では、この活動を継承しつつ、また多くの市民が参加するなどその形を変えながら広く大友

氏を顕彰する活動が繰り広げられており、関連する建造物と共に歴史的風致を形成している。 

手作りのガイドブックで若宮八幡社を 

説明するジュニアガイド 

大友氏に関連する顕彰団体の推移 
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２）春日
か す が

神社
じんじゃ

の祭礼 

２）-１ はじめに

 春日神社は、大分市街地に古くからある神社で、国

司・大友氏・府内藩主から厚い信仰をあつめていた。

また、大分市民にはなじみのある神社で、初詣やお宮

参り、七五三など多くの参拝者が集まる。 

天平時代の創建とされ、豊
ぶん

後
ご

大友氏初代大友能
よし

直
なお

により社殿を再建したとされている。戦国時代の府内

の町の様子をあらわした『府内古図』にも描かれており、

武家の信仰が厚く、元禄１１年（１６９８）の『豊
ほう

府
ふ

聞
きき

書
がき

』

によれば寛永１２年（１６３５）旧暦９月１９日に府内藩

主日
ひ

根
ね

野
の

吉
よし

明
あきら

によって神事が再興され、流鏑馬が行

われたとある。また、『御
ご

城
じょう

下
か

絵
え

図
ず

』にも描かれており、

境内にある築
つき

山
やま

「蓬
ほう

来
らい

」とともに描かれ、浜の市に向う

藩主の行列を見物する群衆が描かれている。 

２）-２ 建造物 

春日
か す が

神社
じんじゃ

 本殿・拝殿は、鉄筋コンクリート造銅
ど う

板
ばん

葺
ぶき

である。元

の建物は戦災で焼失しており、『春日神社』平成２９年

（２０１７）によると、昭和４２年（１９６７）に再建された。

境内にある建物のうち、本殿東側にある金毘羅社は

切妻造桟瓦葺の妻入で一間の向
こ う

拝
はい

がつく。『大日本

帝國大分県社寺名勝圖録』（明治３７年（１９０４））中

の本殿右側にある琴平神社がこれにあたると考えられ

る。 

春日神社 

『府内古図』に描かれた春日神社 

『御城下絵図』に描かれた春日神社 

『大日本帝國大分県社寺名勝圖録』 春日神社
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大分
おおいた

銀行
ぎんこ う

赤
あか

レンガ館
かん

（旧
きゅう

二
に

十
じゅう

三
さん

銀
ぎん

行
こ う

本
ほん

店
てん

・旧
きゅう

府
ふ

内
ない

会
かい

館
かん

）【登録有形文化財】 

大分銀行赤レンガ館は、辰
たつ

野
の

金
きん

吾
ご

、片
かた

岡
おか

安
やすし

の設計で明治４

３年（１９１０）着工、大正２年(１９１３)に完成した。赤レンガの小

口積み壁と帯状に配された花崗岩の白線がコントラストをなし、

ランタンをもった八角形ドームの屋根は「辰野式ルネサンス」の

特徴といわれる。昭和２０年（１９４５）の戦災で内部は焼失したが、

外壁を保存する形で修復され、平成５年（１９９３）に再度内部が

改修された。春日神社、西新町天満社の夏季祭礼時に神輿が

前を通る。 

２）-３ 活動 

夏季大祭

 春日神社夏季大祭は、７月１８日・１９日に行われる。明治３

０年（１８９７）の『神社慣例』には旧暦６月１９日が祭礼日とあり、

現在に引き継がれている。１８日には子供神輿が巡幸する。 

 本祭である１９日には、神事ののち午後２時に中学生が持

つ「高張提灯」を先頭に巡幸がはじまり、神輿の進行とともに

直径２４ｃｍ程度の真
しん

鍮
ちゅう

製の「鉦
かね

」を木の柄の先端に鹿の角

つけた「シモク」で鳴らす「チキリン」が奏でられる。大正１１年

（１９２２）７月１９日の『大分新聞』には「コンコンチキリンで夜の

街に神輿行列」とある。昭和初期には、山車も巡行していた

が現在は行われていない。「春日」と名のつく地区（東春日町、

西春日町、南春日町、新春日町）及び神社周辺であり戦国

時代の港町「沖の浜」があった勢
せい

家
け

町を通り、江戸時代の府

内城下町の入口である「笠
かさ

和
わ

口
ぐち

」から、府内城下町で最もに

ぎわった「竹
たけ

町
まち

」（現：ガレリア竹町）を通り、竹町東側口「春日

神社夏季大祭」の横断幕をくぐる。現在の大分市街地の中心

である中央通りを南下して大分銀行赤レンガ館の前を通り、 

ＪＲ大分駅へ向う。ＪＲ大分駅前の大友宗
そう

麟
りん

公銅像の側を通り、

そこで休憩後、再び中央町を北上し春日神社へと戻ってい

く。 

中学生の持つ高張提灯 

赤レンガ館前を巡行 

大分銀行赤レンガ館
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秋季大祭

春日神社秋季大祭は、１０月１９日に行われる。この祭礼は『豊
ほう

府
ふ

聞
きき

書
がき

』元禄１１年（１６９８）によ

れば寛永１２年（１６３５）に、府内藩主日
ひ

根
ね

野
の

吉
よし

明
あきら

により旧暦９月１９日に祭礼を復興させたことに

由来する。かつては春日浦にあった神殿に神輿が巡幸し、海水を汲んで清める神事であった。 

現在は埋め立てにより海が遠くなったため、かつて海岸であった神社西側の鳥居付近まで神輿

が巡幸し海水を四方に撒く神事を行っている。 

新聞報道での「チキリン」初例 

大正１１年（１９２２）７月１９日大分新聞

「チキリン」の鉦

鹿角製シモク

春日神社「秋季大祭」神事 秋季大祭の「鳥居」 

（大正１０年（１９２１）建立） 
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春日神社夏季・秋季大祭範囲図（平成２９年（２０１７））
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３）王子
お う じ

神社の祭礼 

３）-１ はじめに 

王子神社は、延久
えんきゅう

元年（１０６９）創建とされ、かつては「若一王子」と呼ばれており、『御城下絵

図』にもその名称で登場する。王子神社付近は、江戸時代以前には「駄
だの

原
はる

村
むら

」といい、鋳物師
い も じ

が多

く住んでおり、戦国時代には鉄砲、大砲の鋳造を行っていた。「駄原村」の渡
わた

辺
なべ

宗
そう

覚
かく

は大友宗
そう

麟
りん

の

命により大砲を鋳造し、大友氏改易後は徳川家康の家臣となり、江戸城田安門の蝶番
ちょうばん

鋳造
ちゅうぞう

をして

いる。 

３）-２ 建造物 

王子神社

王子神社にある説明看板によると本殿は一間社流造
いっけんしゃながれづくり

銅
ど う

板
ばん

葺
ぶき

で切妻造桟瓦葺の申殿とともに昭和１４年（１９３９）に改修され

たものである。拝殿は切妻造桟瓦葺で、銅板葺の向
こ う

拝
はい

がつく、

昭和２０年（１９４５）の空襲での被災し、昭和３５年（１９６０）に改

築された。 

鳥居【市指定有形文化財】 

 鳥居は、王子神社の境内にある。 

 銘文によると寛政８年（１７９６）に府内藩主松
まつ

平
だいら

近
ちか

儔
と も

が寄進し

たことが分かる。昭和２０年（１９４５）の空襲で被災したが、のち

に修理が行われた。鉄製の鳥居は全国的にも珍しく駄原村の

鋳物師の技術を伝えていることから、現在では市の有形文化財

に指定されている。 

植木家住宅（主屋
し ゅおく

）【登録有形文化財】

植木家は、大分市王子中町にあり、江戸時代から明治にかけて

鋳
い

物
もの

業を営んだといわれる商家で、通りに北面して建つ町家であり、

主屋は様式より安政年間頃（１８５４～１８６０）の建築であり、昭和４

５年（１９７０）の『大分市の文化財第１１集』に写真が掲載されている。

入母屋造桟瓦葺
いりもやづくりさんがわらぶき

二階建で妻入とし、１階に出格子を構え、彫刻入

りの大きな「持送り」を付けて、下屋を持ち出し、下屋両袖は漆喰で

塗り込めるという特徴的な構えで、市内では数少ない近世商家建

築である。王子神社夏季祭礼時に神輿が前を通る。 
植木家住宅（主屋）

王子神社

鳥居
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浄土寺
じ ょ う ど じ

一
いっ

伯
ぱく

公
こ う

廟
びょう

【登録有形文化財】 

 浄土寺一伯公廟は、『大日本帝國大分県社寺名勝圖録』（明

治３７年（１９０４））に明治３０年（１８９７）当時の姿が描かれており、

霊廟
れいびょう

建築として貴重である。元和９年（１６２３）に豊後に身柄を

移された松平一伯の墓所である「浄土寺一伯公廟」は、入母屋
い り も や

造
づくり

妻入
つまいり

桟瓦葺
さんかわらぶき

で王子神社夏季祭礼時に神輿が浄土寺の前を

通る。 

 また、浄土寺は文亀元年（１５０１）に創建されたといわれ、本

庫裏、表門など江戸時代から大正時代にかけての建物があり、

国の有形文化財に登録されている。 

３）-３ 活動 

夏季祭礼 

 王子神社夏季祭礼は、７月２１日・２２日に行われ、『神社慣例』明治３０年（１８９７）によれば祭礼

日は旧６月２１日より２３日までとなっており、現在に引き継がれている。７月２１日は子供神輿の巡

幸、翌２２日が本祭で午後２時に中学生がもつ「高張提灯」を先頭、神輿、チキリン太鼓の順に駄
だの

原
はる

鋳物師作の「鳥居」をくぐり巡幸がはじまる。神輿は「鳥居」の前で何度も神輿を上下させたり、回

転させたりして祭りを盛り上げる。その後、江戸時代に豊前国（現：福岡県）への道であった旧豊前

街道を西へ進み、別府湾沿岸を通る臨海道路に出る。途中、大人や子供たちは、地域の方々が

用意した食べ物を頂くなどして休憩する。そして、古くから残る道沿いにある駄原鋳物師の家の１

つである植木家住宅（主屋）や浄土寺
じ ょ う ど じ

一
いっ

伯
ぱく

公
こ う

廟
びょう

の前を通りながら王子地区を中心に巡幸する。 

高張提灯 旧豊前道を巡幸 

浄土寺一伯公廟

98



『御城下絵図』に「若一王子」として描かれた王子神社

王子神社夏季祭礼範囲図（平成２９年（２０１７）） 
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４）西
にし

新
しん

町
まち

天満社
てんまんしゃ

の祭礼 

４）-１ はじめに 

 西新町天満社は中世に存在した笠
かさ

和
わ

天神に起源があ

るとされ、１５８０年代の府内の町の様子を現した『府内

古図』にも「笠和天神」が描かれている。『雉
ち

城
じょう

雑
ざっ

誌
し

』（江

戸時代末期）によれば天正１４年(１５８６）の薩摩侵入の

際に御神体を避難させたのちに社殿が建てられ「藪
やぶ

天
てん

神
じん

」と呼ばれていた。 

４）-２ 建造物

西新町天満社 

 西新町天満社は、説明看板によれば宝暦２年（１７５２）の造

営とされる。拝殿は入
いり

母
も

屋
や

造
づくり

平
ひら

入
いり

千
ち

鳥
ど り

破
は

風
ふ

付
つき

、向
こ う

拝
はい

屋根は

唐
から

破
は

風
ふ

造である。特に唐破風の瓦は大分地方の特徴的な青
せい

海
がい

波
は

模様に造られている。木彫も向拝唐破風に鳳
ほう

凰
おう

、龍があ

り、神殿脇障子には獅
し

子
し

と麒
き

麟
りん

が飾られている。本殿は一間

社流造銅
ど う

板
ばん

葺
ぶき

で、明治３５年（１９０２）「菅
かん

公
こ う

一千年祭記念」と

して改築されたものである。 

４）-３ 活動

夏季祭礼とチキリン

『豊
ほう

府
ふ

聞
きき

書
がき

』（元禄１１年（１６９８））によれば、旧暦６月２５日が祭礼日とされており、明治３０年（１

８９７）の『神社慣例』によれば祭礼日は６月２４日と２５日となっており、現在の夏季祭礼日(７月２３・

２４・２５日)に引き継がれている。現在では、７月２３日は宵宮で、子供神輿が巡幸及び子供チキリ

ン大会が催され、大会に向けて子供たちは神社内で練習を重ねている。子供たちの祭礼参加及

び継承を目的とし「子供チキリン大会」が開催されている神社も多くみられる。「チキリン」を鳴らすの

は笛太鼓や神輿の動きのリズムをとるためであるといわれている。 

大分市中心部の神社の夏季祭礼には、全て「チキリン」を鳴らしており、その音は本市における

夏の風物詩となっている。 

『府内古図』に描かれた「笠和天神」 

唐破風 青海波模様 

西新町天満社の拝殿 
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 翌２４日は、午前８時に神事が執り行われ、子供神輿やチキリン太鼓が巡幸する。２５日は本祭で

午前８時から神事が執り行われる。午後１時に神輿の神事が行われ、その間大分市中心部の神社

（春日神社、若宮八幡社、恵美須神社、王子神社、長浜神社）から手伝いの担ぎ手が集まる。これ

らの神社の夏季祭礼時にはお互いに神輿の担ぎ手を出すようになっており、協力しながら祭りを行

っている。午後２時に神輿が出立し、中学生が持つ

「高張提灯」を先頭に、チキリン太鼓が「コンコン、チキ

チン、チキチン、チキチン」と奏でながら神輿の後ろに

つづく。西新町天満社から出る道路上には提灯と笹

が飾られ、祭りの雰囲気を醸し出す。巡幸は氏子の範

囲を中心とし、西新町を通り、かつて府内城下町の西

側入口である「笠
かさ

和
わ

口
ぐち

」に入る。竹
たけ

町
まち

西側入り口には

「天満社 夏季大祭」の横断幕が掲げられている。府

内城下町で最もにぎわった「竹町
たけまち

」（現：ガレリア竹町）

をとおり、商店店主や従業員が出迎え、店によって

は神輿が門口で練る。現在の大分市街地の中心で

ある中央通りを南下して、大分駅へ向かい江戸時

代に熊本や豊前へつながる道に形成された大
おお

道
みち

町

を神輿が巡幸する。大道町の道は明治時代には県

道となり、大分県特産の畳表の材料である「七
しっ

島
と う

藺
い

」

をはじめとする様々な商品が荷馬車によって運ば

れ、問屋や商店が集まりにぎわっていた。神輿がお

戻りの際には、神輿を拝殿へ納めようとする役員と、

祭りを終わらせまいとする舁
か

き手との間で押し合い

がある。神輿はその場で旋回したり、鳥居をくぐろう

と押し戻されたりを繰り返し、最後に神輿が拝殿に

納められて祭礼は終了する。 

竹町を巡幸する神輿

西新町天満社 提灯と笹

担ぎ手の手伝いに来た王子神社氏子

大道町を進むチキリン

101



西新町天満社夏季祭礼範囲図（平成２９年（２０１７））
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